
広島広域都市圏における「新たな広域連携モデル構築事業」の概要

別紙

①広島広域都市圏における「地方中枢拠点都市」検討会議

広島広域都市圏

②拠点性強化に向けた懇話会

≪構成団体≫

産（中国経済連合会会長、広島商工会議所

会頭、広島経済同友会代表幹事、広島県

経営者協会会長）

学（広島大学学長、広島市立大学学長、広島

修道大学学長）

官（広島市長）

≪検討内容≫

産学官が連携して、圏域全体の経済成長に

資する取組など、広島の拠点性強化に向け

た取組内容を検討

連携

≪構成団体≫

広島広域都市圏内の17市町

※広島県とも連携

≪検討内容≫

「地方中枢拠点都市」制度

を活用した具体の取組内

容を検討

広島市

呉市

竹原市

三原市

大竹市

東広島市

廿日市市

安芸高田市

江田島市

岩国市

柳井市

安芸太田町

北広島町

府中町

海田町
熊野町

坂町

取組内容 委託予定額（千円）(※）

広島広域都市圏における「地方中枢拠点都市」の活用に向けて、
次の「検討の場」を設置し、連携協約に盛り込む施策を検討する。
①広島広域都市圏における「地方中枢拠点都市」検討会議
②広島の拠点性強化に向けた懇話会
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(※）連携協約の締結に向けた準備に要するソフト経費を対象に、国から「委託費」として措置


